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表１ KM２０２４ランナーアンケート（国内）回答者

資料：KM2024ランナーアンケート結果をもとに作成

・今回のアンケート（国内）回答
者は３,４８３件
・ 回答者の地域別の構成は事
前登録者の地域別構成と近似
しており、アンケートの結果は
母集団の状況を反映しているも
のと考えられる。



表２ ランナーアンケート回答者地域別内訳の推移

資料：KM2024ランナーアンケート結果をもとに作成



図１ 参加ランナー同行者比率の推移

資料：KM2024ランナーアンケート結果をもとに作成

・参加ランナーの同行者比
率は、海外ランナーの同行
者比率が上がったことで前
回大会【KM2023】と比べて
さらに上昇。
・一方、隣接県参加者、遠隔
県参加者、金沢市参加者の
同行者比率には大きな変化
はみられなかった。



図２ 県外ランナーの地域別同行者比率の推移

資料：KM2024ランナーアンケート結果をもとに作成

・地域別にみた同行者比率は、隣接県、遠隔県ともに上昇。
・隣接県については、大きな変化は見られなかったが、遠隔県については、関東圏の
同行者比率が上昇した一方で、近畿圏の同行者比率が低下した。



図３ 参加ランナーの消費単価の推移

・全体の消費単価は上昇したも
のと考えられる。
・第一に、消費単価の高い海外
ランナーの消費単価がさらに上
昇したことや海外ランナーの同
行者比率が上昇したことによる
影響が大きい。
・ 第二に金沢市参加者の消費
単価が1割以上も上昇したこと
の影響も大きい。
※ただし、足元の物価上昇が
影響している可能性もある。



図４ 県外ランナー 地域別消費単価の推移

資料：KM2024ランナーアンケート結果をもとに作成

・遠隔県ランナーの消費単価が45,786円まで上昇、とくに関東圏ランナーの消費単価
は55,035円まで上昇した（関東圏ランナーの消費単価の水準が他圏域に比べて相対
的に高くなるという傾向自体に変化はない）。
・また、海外ランナーの消費単価も初めて10万円を上回ることとなった。



表7 消費総額の推計

資料：KM2024ランナーアンケート結果をもとに作成

人数 消費単価 消費額(A)

（人） （円） （百万円）
2023年
消費額(B)

A-B

15,115 424 385 39

8,149 362 267 95

海外 605 105,221 64 60 4

隣接県 1,547 15,350 24 15 9

その他 5,997 45,786 275 264 11

6,966 62 46 16

金沢市内 3,725 9,023 34 24 10

金沢市外 3,240 8,676 28 22 6

10,246 391 301 90

5,980 353 276 77

海外 1,637 105,221 172 101 71

隣接県 602 15,350 9 10 -1

その他 3,741 45,786 171 165 6

4,266 38 25 13

金沢市内 2,007 9,023 18 13 5

金沢市外 2,259 8,676 20 13 7

214,314 2,965 635 497 138

4,500 975 4 5 -1

2,445 975 2 2 0

1,456 1,189 267

548 512 36

2,004 1,701 303

大会関係者消費額

関係者消費額　合計

大会運営費

石川県内

沿道応援者消費額

ボランティア消費額

項目
参考

消費額・大会運営費合計

ランナー消費額

県外

石川県内

ランナー同行者消費額

県外

・前回【KM2023】と比べると、参加ラン
ナー増加から、ランナー消費額、ランナー
同行者消費額ともに増加。
・また、沿道応援者の増加から、沿道応援
消費額も増加した。
・以上により、参加ランナー等の消費額や
その他の関連する消費額、さらには、大
会運営費全て合計すると、約２０．０億円
の消費が発生したものと推計される。



図５ 石川県内への経済波及効果額の推移

資料：KM2024ランナーアンケート結果をもとに作成

KM2016 KM2017 KM2018 KM2019 KM2021 KM2022 KM2023 KM2024

直接効果 1355 1467 1400 1546 868 1086 1330 1552

第１次波及効果 358 388 370 409 228 262 322 376

第２次波及効果 296 302 291 306 153 181 218 252

2010 2157 2061 2260 1248 1528 1870 2179経済波及効果

【表８】経済波及効果推移 （単位：百万円）

・KM2024開催による石川県
内への経済波及効果は、マラ
ソン参加者等が県内で消費す
ることによって生まれる「直接
効果」が１５．５億円、直接効
果によって誘発される「第1次
波及効果」が３．８億円、「第2
次波及効果」が２．５億円とな
り、全体の経済波及効果は
２１．８億円となった。



図６・図７ ランナー参加回数別分析

資料：KM2024ランナーアンケート結果をもとに作成

・ここにきて国内ランナーのリピーター比率は頭打ち傾向がみられる。
・リピーター比率が高まっていくことは初めて参加するランナーの比率が低下していくこと
でもあり、むしろ、イベントの活力が維持・強化されるためには一定程度の参加者の新陳
代謝が必要である。よって、リピーター比率の頭打ち傾向は必ずしも悪いことではない。



図８ ランナー参加別消費単価の推移

資料：KM2024ランナーアンケート結果をもとに作成

・消費単価を県内外で比較
すると、県外の消費単価圧
倒的に高い。
また、参加回数を重ねても
消費単価は県外・県内とも
に比較的安定している。
なお、全体の消費単価が回
を重ねるごとに低下するの
は、県内・県外ランナーの構
成比の変化によるもの。



図９ ランナー参加回数別同行者比率の推移

資料：KM2024ランナーアンケート結果をもとに作成

・回を重ねるごとの同行
者比率を県内外で比較
すると、大きな差が生じ
ることを明確に確認する
ことはできない。
・また、回を重ねるごと
の同行者比率の変化
（低下傾向、或いは上昇
傾向）についても、明確
に確認することはできな
い。



表11 県外ランナーの観光動向

資料：KM2024ランナーアンケート結果をもとに作成

・県外ランナーの実観光者比率
や一人当たり観光件数は、前回
【KM2023】と比較して、大きな
変化はみられない。
・なお、訪問した観光先につい
てのアンケートでは、能登半島
地震の影響から、輪島朝市や和
倉温泉といった選択肢は除くこ
ととした。



まとめ（１）

・KM2024の開催による経済波及効果は約２１．８億と推計される。
前回大会【KM2023】 の経済波及効果額約１８．７億円と比べると約３．１
億円の増加となった。また、過去のピークである2019年大会【KM2019】
の約２２．６億と比較すると、それには僅かに及ばなかったものの、ほぼ同
程度の経済波及効果が生み出されたものと捉えることができる。

・前回大会【KM2023】に比べて、経済波及効果額が増加したのは、国内
ランナーの増加やそれに伴うランナー同行者の増加、さらには消費単価
の上昇が影響している。また、海外ランナーの消費単価や同行者比率が
上昇したことも影響している。



まとめ（２）

・経済波及効果を高めていくための対応としては、

⇒消費単価が高い関東圏をはじめとした遠隔県ランナーの参加を促してい
くこと。（※）
⇒相対的に同行者比率や消費者単価の高い海外ランナーの参加を促して
いくこと。（※）
※金沢市及び金沢市周辺だけではなく、能登地方についても観光の魅力
度を高めていくことや、市内観光を行う際の一層の利便性向上を図るこ
とは極めて重要。

⇒金沢マラソンが石川県の一大イベントとして地元住民や隣接県民により
一層浸透し、主体的な参加意識を醸成していくこと。


